
本
年
は
、
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
皇
大

神
宮
に
お
か
れ
て
は
、
伊
勢
の
地
に
ご
鎮
座

に
な
っ
て
二
千
年
。
ま
た
、
神
社
本
庁
並
び

に
岡
山
県
神
社
庁
設
立
五
十
周
年
と
い
う
、

ま
こ
と
に
意
義
深
い
年
で
あ
る
。

戦
後
の
日
本
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
於
い
て

良
風
美
俗
が
廃
れ
、
次
代
へ
継
承
す
べ
き
大

切
な
心
さ
え
忘
れ
か
け
て
い
る
。
中
で
も

「
夫
婦
別
姓
」
の
問
題
は
、
夫
婦
の
絆
が
薄
れ
、

家
の
本
質
が
壊
さ
れ
、
日
本
人
本
来
の
敬
神

崇
祖
の
美
風
を
軽
視
す
る
風
潮
さ
え
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
既
に
子
供

の
心
は
不
安
定
と
な
り
、
い
じ
め
・
非
行
・

家
庭
内
暴
力
が
激
増
し
、
親
へ
の
敬
意
も
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
。
経
済
力
を
失
っ
た
老
人
や

女
性
へ
の
新
た
な
差
別
も
生
じ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
日
本
文
化
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
法

案
に
は
、
絶
対
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
、「
家
庭
」
は
神
社
神
道
の
信
仰
を
継

承
す
る
根
本
の
場
で
あ
る
。、今
こ
そ
我
々
は
、

日
々
の
生
活
の
中
で
、
家
庭
に
神
棚
を
ま
つ

り
、
祖
先
を
敬
ひ
、「
拝
む
心
」
を
忘
れ
た
子

や
孫
へ
祭
り
の
方
法
、
参
拝
の
作
法
を
教
え
、

敬
虔
な
「
祈
り
」
の
後
ろ
姿
を
見
せ
、
感
謝

の
心
と
礼
節
を
重
ん
じ
る
美
風
を
推
し
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
我
々
神
社
関
係
者
は
神
社
庁
設
立

か
ら
五
十
年
を
振
り
返
り
今
日
を
起
点
と
し

て
、
敬
神
生
活
の
基
を
な
す
家
庭
か
ら
そ
の

啓
発
活
動
を
始
め
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

右
宣
言
す
る
。

平
成
八
年
四
月
二
十
三
日

岡
山
県
神
社
庁
設
立
五
十
周
年
記
念

第
三
十
四
回
岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会
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〔
主
祭
神
〕
彦
波
限
武
鵜
草
葺
不
合
尊

大
己
貴
命
　
鏡
作
命

〔
宮
　
司
〕
河
原
重
彦

〔
由
緒
沿
革
〕
創
建
は
安
閑
天
皇
二
年
で
あ

る
。
神
階
は
正
四
位
上
で
あ
る
。
本
神
社

は
延
喜
式
に
見
え
る
高
野
神
で
、
中
山
神

社
・
総
社
と
共
に
美
作
三
大
社
と
称
せ
ら

れ
て
い
る
。
古
来
武
将
の
崇
敬
厚
く
、
社

殿
を
修
築
し
、
社
領

を
献
し
、
祭
祀
の
制

を
定
め
、
神
田
を
寄

進
し
た
。
中
で
も
山

名
・
尼
子
・
毛
利
・

吉
川
・
小
早
川
・

森
・
松
平
諸
氏
の
崇

敬
は
深
か
っ
た
。
明

治
六
年
西
々
条
郡
第

三
十
六
区
の
郷
社
と

定
め
ら
れ
、
明
治
十

三
年
七
月
県
社
に
列

し
、
同
三
十
九
年
十

二
月
神
饌
幣
帛
料
供

進
神
社
に
指
定
せ
ら

れ
た
。
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本
日
は
、
第
三
四
回
岡
山
県
神
社

関
係
者
大
会
に
県
下
各
地
よ
り
馳
せ

参
じ
て
下
さ
り
、
お
互
い
に
晴
れ
や

か
な
笑
顔
に
接
し
、
旧
交
を
暖
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
嬉
び
合
い

た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
平
素
、
氏
神

様
の
護
持
に
御
尽
力
賜
っ
て
い
ま
す

こ
と
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
小
笠
原
毅
庁
長
、
尾
宮

才
助
総
代
会
副
会
長
の
県
神
社
界
重

鎮
お
二
人
を
失
い
、
悲
嘆
の
内
に
過

ご
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
皇
大
神
宮

御
鎮
座
二
千
年
、
神
社
庁
創
立
五
十

年
と
言
う
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
る

中
、
池
田
厚
子
神
宮
祭
主
様
が
神
社

本
庁
総
裁
に
推
戴
さ
れ
ま
し
た
こ

と
、
誠
に
喜
ば
し
く
衷
心
よ
り
の
祝

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
地
元
と

し
て
の
責
務
に
心
新
た
に
し
な
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
現
今
の
日
本
は
存
亡
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

『
上
下
共
々
に
利
を
貪
ぼ
れ
ば
国
危

う
し
』
と
の
孟
子
の
言
の
如
く
、
戦

後
の
占
領
政
策
と
、
マ
ス
コ
ミ
に
後

押
し
さ
れ
た
被
虐
思
想
と
が
相
ま
っ

て
、
吾
国
の
伝
統
美
風
と
独
自
の
文

化
は
否
定
排
斥
さ
れ
、眼
前
の
利
益
、

自
分
の
都
合
の
み
を
追
求
す
る
物
欲

至
上
主
義
に
陥
り
、
国
を
忘
れ
、
社

会
を
忘
れ
自
己
の
責
任
と
義
務
を
放

棄
し
た
『
貴
方
任
せ
』
の
内
的
現
象

の
蔓
延
が
、
そ
の
最
大
の
危
険
因
子

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？近

い
過
去
、
吾
国
を
初
め
て
訪
れ

た
一
神
教
徒
の
外
国
商
人
達
が
『
や

は
り
東
方
に
は
理
想
の
国
家
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
日
本
だ
』
と
絶
賛
し
て

い
る
。
日
本
の
内
面
は
、
古
来
か
ら

の
神
道
思
想
や
、
日
本
的
仏
教
に
培

わ
れ
た
も
の
と
断
言
し
て
良
い
と
存

じ
ま
す
。
私
達
は
今
日
を
好
機
に
、

吾
国
の
伝
統
的
美
風
と
独
自
の
文
化

の
内
面
的
価
値
観
を
再
構
築
し
、
日

本
人
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を
取
り

戻
す
為
に
、
神
道
の
根
源
で
あ
る

『
吾
汝
楽
し
』
の
世
の
中
を
造
り
出

す
為
に
も
、
万
物
の
霊
長
た
る
人
間

が
社
会
を
構
成
す
る
上
で
大
切
な
も

の
は
何
か
と
人
間
存
在
の
原
点
を
尋

ね
、
家
庭
に
お
い
て
、
神
社
に
あ
っ

て
、
何
を
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

お
一
人
お
一
人
が
共
同
生
活
の
中
で

の
個
々
人
の
規
範
と
責
任
と
義
務
を

追
求
し
、
明
日
へ
の
糧
と
し
て
い
た

だ
け
ま
す
こ
と
を
希
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
会
の

為
、
遠
路
態
々
御
臨
席
下
さ
り
華
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
伊
勢
神

宮
、
神
社
本
庁
を
始
め
ご
来
賓
の
皆

様
方
、
又
御
講
話
を
い
た
だ
き
ま
す

大
原
康
男
先
生
に
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
、
併
せ
て
本
日
表
彰
の
栄
に
輝

か
れ
ま
す
方
々
の
御
功
績
に
敬
意
と

祝
意
を
表
し
、
私
の
責
務
を
了
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
神
社
庁
設
立
五
十
周
年
記
念
、

第
三
十
四
回
岡
山
県
神
社
関
係
者
大

会
が
、
四
月
二
十
三
日
、
岡
山
市
小

橋
町
の
岡
山
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
約

六
百
五
十
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。午

前
十
時
半
大
会
に
先
立
っ
て
、

昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
一
日
の
県

神
社
庁
設
立
以
降
、
今
日
迄
県
神
社

界
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
故
金

谷
博
道
庁
長
ら
物
故
神
職
、
役
員
総

代
の
慰
霊
祭
が
、
岩
田
貞
雄
神
宮
禰

宜
、
高
千
穂
有
英
神
社
本
庁
理
事
ほ

か
来
賓
多
数
参
列
の
も
と
、
湯
浅
正

敬
県
神
社
庁
副
庁
長
が
斎
主
と
な
っ

て
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
藤
井
敬
庁
長

代
務
者
、
宮
原
義
久
県
総
代
会
長
、

遺
族
代
表
の
小
笠
原
毅
前
庁
長
夫
人

が
玉
串
を
捧
げ
て
御
霊
安
か
れ
と
祈

っ
た
。

正
午
か
ら
式
典
が
行
わ
れ
神
宮
遙

拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領

唱
和
に
続
き
、
藤
井
庁
長
代
務
者
の

式
辞
、
宮
原
県
総
代
会
長
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
つ
い
で
功
労
者
表
彰
に
移

り
、
化
気
神
社
宮
司
草
地
護
氏
を
は

じ
め
神
職
十
一
名
、
役
員
総
代
七
十

名
、
特
別
功
労
の
長
期
役
員
総
代
の

第
三
条
該
当
者
、
春
日
神
社
役
員
小

玉
幸
太
郎
氏
ら
五
名
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
つ
い

で
来
賓
の
神
宮
大
宮
司
代
理
岩
田
禰

宜
、
神
社
本
庁
統
理
代
理
高
千
穂
理

事
、
島
根
県
神
社
庁
長
横
山
直
材
氏

ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
議
事
に
移
り
『
家
庭
の

本
質
を
破
壊
し
日
本
文
化
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
夫
婦
別
姓
の
法
制
化
絶
対

反
対
』『
神
社
神
道
の
信
仰
を
継
承

す
る
根
本
の
場
、
家
庭
に
神
棚
を
ま
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岡
山
県
神
社
庁
設
立
五
十
周
年
記
念

第
三
十
四
回
岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会

式
辞

岡
山
県
神
社
庁
長
代
務
者

藤
井
　
　
敬

県
神
社
庁
設
立
五
十
周
年
慰
霊
祭
と

記
念
式
典
開
く

つ
り
感
謝
と
礼
節
を
重
ん
じ
る
敬
神

生
活
の
美
風
を
推
進
す
る
』
と
の
宣

言
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
聖
寿
万

歳
を
高
ら
か
に
三
唱
し
式
典
を
終
了

し
た
。

こ
の
あ
と
国
学
院
大
学
日
本
文
化

研
究
所
教
授
、
大
原
康
男
氏
が
「
神

社
界
五
十
年
の
歩
み
」
と
題
し
て
講

演
、
敗
戦
後
、
国
家
管
理
か
ら
離
れ

神
道
指
令
の
も
と
一
宗
教
法
人
と
し

て
再
出
発
し
た
神
社
界
の
多
難
な
歴

史
と
、
続
発
す
る
問
題
点
を
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
解
説
、
現
在
直
面
し
て

い
る
宗
教
法
人
法
改
正
で
、
今
後
神

社
の
本
来
の
役
割
り
と
持
ち
味
で
あ

る
『
神
社
の
公
共
性
』
を
、
厳
し
い

現
代
社
会
の
中
で
ど
う
守
り
、
ど
う

出
し
て
活
動
し
て
行
く
か
、
真
剣
に

考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
神

職
の
後
継
者
問
題
も
大
切
だ
が
、
氏

子
総
代
の
後
継
育
成
、
世
代
交
替
の

円
滑
化
も
さ
ら
に
重
要
だ
。
│
な
ど

指
摘
し
、
盛
会
の
う
ち
に
記
念
大
会

を
終
了
し
た
。

岡山県神社関係物故者慰霊祭

岡山県神社関係者大会



神
社
本
庁
設
立
五
十
周
年
記
念
式

典
が
五
月
二
十
二
日
、
東
京
北
の
丸

公
園
の
日
本
武
道
館
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。
岡
山
県
か
ら
の
六
十
二
人

な
ど
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
約
一

万
人
の
神
社
関
係
者
が
会
場
を
埋
め

つ
く
す
中
、
常
陸
宮
、
同
妃
両
殿
下
、

池
田
厚
子
神
社
本
庁
総
裁
を
は
じ
め

細
川
護
貞
統
理
、
岡
本
健
治
総
長
ら

本
庁
役
員
、久
邇
邦
昭
神
宮
大
宮
司
、

梶
山
静
六
内
閣
官
房
長
官
ら
来
賓
多

数
が
参
列
、
女
優
の
浜
美
枝
さ
ん
の

総
合
司
会
で
午
後
一
時
か
ら
三
部
に

分
け
て
式
典
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
第
一
部
で
池
田
総
裁
が
式
辞

と
し
て
「
斯
道
を
今
日
ま
で
懸
命
に

守
り
伝
え
た
祖
先
や
先
人
へ
の
感
謝

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
い
ま
ま
で
以

上
に
自
然
を
大
切
に
伝
統
を
守
り
、

祭
祀
を
厳
修
し
て
皇
室
の
弥
栄
を
祈

り
、
新
た
な
国
づ
く
り
の
た
め
、
神

社
関
係
者
の
一
層
の
精
励
を
望
み
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
次
い
で
長
老

の
称
号
を
受
け
る
白
井
永
二
前
総
長

ら
の
功
労
功
績
者
表
彰
が
行
わ
れ
た

あ
と
、
常
陸
宮
殿
下
か
ら
「
神
社
関

係
者
が
世
の
た
め
人
の
た
め
世
界
平

和
の
実
現
の
た
め
、
一
層
貢
献
さ
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
の
お
言
葉

が
あ
っ
た
。
こ
の
あ
と
本
庁
の
決
意

表
明
が
あ
り
、
最
後
に
岡
本
総
長
の

先
導
で
高
ら
か
に
聖
寿
の
万
歳
が
三

唱
さ
れ
第
一
部
を
終
了
し
た
。

式
典
第
二
部
は
「
明
日
の
日
本
を

築
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
て
、
俳

優
の
赤
井
英
和
、
作
家
の
Ｃ
・
Ｗ
・

ニ
コ
ル
、同
じ
く
作
家
の
平
岩
弓
枝
、

文
芸
評
論
家
の
佐
伯
彰
一
の
四
氏
が

神
社
や
神
社
人
へ
の
熱
い
思
い
、
期

待
を
込
め
た
言
葉
を
贈
っ
た
。

第
三
部
は
「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
を

テ
ー
マ
に
、
さ
だ
ま
さ
し
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、「
関
白
宣
言
」「
無
縁

坂
」「
夢
し
だ
れ
」「
風
に
立
つ
ラ
イ

六
月
二
十
六
日
午
前
十
時
よ
り
岡

山
県
い
さ
お
会
館
に
於
い
て
、
協
議

員
三
十
九
名
出
席
の
下
、
平
成
八
年

定
例
協
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
案
は
左
記
の
通
り
提
出
さ
れ
、
全

案
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

﹇
次
第
﹈

一
、
神
宮
遥
拝

一
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和

一
、
神
社
庁
長
挨
拶

『
議
案
』

第
一
号
　
神
社
本
庁
評
議
員
会
報

告
の
件

第
二
号
　
平
成
七
年
度
神
宮
大
麻

頒
布
状
況
報
告

第
三
号
　
感
謝
状
交
付
申
請
料
改

定
の
件

第
四
号
　
神
社
本
庁
協
賛
金
・
特

別
寄
贈
金
増
加
促
進
の
件

第
五
号
　
平
成
六
年
度
岡
山
県
神

社
庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

第
六
号
　
平
成
五
年
度
岡
山
県
神

社
庁
別
途
会
計
収
支
決
算

第
七
号
　
岡
山
県
神
社
庁
財
産
目

録
第
八
号
　
平
成
八
年
度
岡
山
県
神

社
庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案

第
九
号
　
平
成
八
年
度
神
宮
大
麻

暦
頒
布
会
計
予
算
案

オ
ン
」
な
ど
日
本
の
心
に
ふ
れ
た
名

曲
を
熱
唱
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
ふ
さ
わ

し
い
彩
り
を
そ
え
、
約
三
時
間
に
わ

た
る
記
念
式
典
の
幕
を
閉
じ
た
。

岡
山
県
か
ら
は
藤
井
敬
庁
長
代
務

者
、
湯
浅
正
敬
副
庁
長
ら
六
十
二
人

が
参
加
し
た
。
こ
の
う
ち
神
社
庁
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
三
十
二
人
は
、
当

日
午
前
九
時
過
ぎ
岡
山
空
港
発
の
全

日
空
機
で
上
京
、
羽
田
空
港
か
ら
バ

ス
で
会
場
入
り
し
、
別
途
参
加
者
と

合
流
、
演
壇
正
面
の
指
定
席
か
ら
式

典
を
見
守
っ
た
。

式
典
終
了
後
再
び
バ
ス
で
靖
国
神

社
に
参
拝
、
こ
の
あ
と
宿
舎
に
入
っ

た
。
翌
二
十
三
日
は
午
前
八
時
宿
舎

を
出
発
、
先
ず
明
治
神
宮
に
参
拝
、

新
装
成
っ
た
御
神
楽
殿
な
ど
を
拝
見

し
た
。
さ
ら
に
す
ぐ
近
く
に
あ
る
神

社
本
庁
を
訪
れ
、
大
会
議
室
な
ど
施

設
を
見
学
し
た
。
こ
の
あ
と
渋
谷
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
を
経
て
羽
田

空
港
に
向
か
い
、
午
後
四
時
前
空
路

帰
岡
し
た
。

第
十
号
　
年
度
内
一
時
借
入
に
関

す
る
件

第
十
一
号
　
岡
山
県
神
社
庁
就
業

規
則
案

第
十
二
号
　
岡
山
県
神
社
庁
総
務

委
員
会
規
則
案

第
十
三
号
　
岡
山
県
神
社
庁
財
務

委
員
会
規
則
案

第
十
四
号
　
協
議
員
提
出
議
案

日
程
十
六
　
岡
山
県
神
社
庁
役
員

補
充
に
つ
い
て

一
、
閉
会
の
辞

一
、
神
宮
遥
拝

議
場
で
は
、
前
年
提
出
が
約
束
さ

れ
た
神
社
庁
就
業
規
則
、
総
務
及
び

財
務
委
員
会
の
設
置
に
伴
う
規
則
案

が
提
出
さ
れ
た
。
就
業
規
則
が
承
認

さ
れ
た
事
に
よ
り
土
曜
日
及
び
年
末

年
始
を
閉
庁
す
る
事
と
な
っ
た
。
ま

た
、
総
務
及
び
財
務
委
員
会
の
規
則

が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

か
ら
役
員
会
に
於
い
て
委
員
の
選
任

が
な
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
神
社
庁
財

政
、
諸
規
程
の
充
実
が
図
ら
れ
る
事

と
な
っ
た
。

協
議
員
議
案
提
案
で
は
祭
祀
委
員

会
の
設
置
案
が
可
決
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
神
社
の
祭
典
を
中
心
に
細
か
に
指

導
し
て
行
く
事
に
な
っ
た
。

役
員
補
充
で
は
、
銓
衡
委
員
に
よ

る
銓
衡
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
新

役
員
と
な
ら
れ
た
。

﹇
庁
　
長
﹈
湯
浅
　
正
敬

﹇
副
庁
長
﹈
難
波
　
宗
朋

物
部
忠
三
郎

﹇
理
　
事
﹈
豊
田
　
正
発

見
垣
　
安
邦

（3） 第81号 平成８年８月１日岡 山 県 神 社 庁 報

平成8年

定例協議員会
開催される

盛
大
に
本
庁
五
十
周
年
式
典

岡
山
か
ら
六
十
二
人
参
加

日
本
武
道
館
で
の
式
典

●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○



平成８年８月１日 第81号 （4）岡 山 県 神 社 庁 報

去
る
六
月
二
十
六
日
開
催
の
定
例

協
議
員
会
に
於
い
て
、
故
小
笠
原
庁

長
の
急
逝
に
よ
り
空
席
だ
っ
た
、
岡

山
県
神
社
庁
長
に
図
ら
ず
も
私
如
き

者
を
御
選
任
賜
り
、
身
に
余
る
無
上

の
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
共
に
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
る
処
で
あ
り
ま
す
。
私
素
よ
り
浅

学
非
才
で
、
こ
の
重
責
を
果
た
し
仰

せ
る
や
と
危
惧
い
た
し
て
い
ま
す

が
、
大
方
の
皆
様
の
折
角
の
御
推
輓

で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
お
引
き
受
け
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
何
を
申

し
ま
し
て
も
大
役
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
皆
様
方
の
積
極
的
な
お
支
え
お

力
添
え
無
く
し
て
は
到
底
こ
の
大
任

を
全
う
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

ど
う
か
御
叱
責
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。時

局
将
に
多
難
で
あ
り
、
神
社
界

を
取
り
巻
く
諸
情
勢
も
亦
ま
こ
と
に

厳
し
く
、
宗
教
法
人
法
改
正
等
諸
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
折
柄
県
下
全
神
職
全
総
代
の
格
別

の
御
協
力
の
も
と
、
万
全
を
期
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

上
と
も
一
層
の
御
尽
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
御
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

●
湯
浅
庁
長
略
歴
●

昭
和
19
年
2
月

神
宮
皇
学
館
普
通
科
卒
業

昭
和
24
年
11
月

天
満
宮（
大
阪
府
）権
禰
宜
に
任
ず
る

昭
和
47
年
10
月

加
茂
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
任
ず

昭
和
48
年
2
月

軒
戸
神
社
宮
司
に
任
ず
る

昭
和
56
年
8
月

神
職
身
分
二
級
と
す
る

昭
和
62
年
6
月

津
山
支
部
支
部
長
に
選
任
す
る

昭
和
63
年
6
月

岡
山
県
神
社
庁
理
事
に
選
任
す
る

平
成
3
年
3
月

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る

平
成
3
年
7
月

岡
山
県
神
社
庁
副
庁
長
に
選
任
す
る

平
成
4
年
4
月

中
山
神
社
宮
司
に
任
ず
る

平
成
7
年
3
月

浄
階
ヲ
授
ク

神
職
身
分
一
級
と
す
る

平
成
7
年
11
月

兼
ね
て
岡
山
縣
護
國
神
社
宮
司
に
任

ず
る

平
成
8
年
6
月

岡
山
県
神
社
庁
々
長
に
選
任
す
る

新
庁
長
就
任
挨
拶

岡
山
県
神
社
庁
々
長
　

湯
　
浅
　
正
　
敬

日次 月日（曜） 行　　　　　　　　　程 

 
岡山各地�����加西����吹田����伊賀一宮／ 

敢国神社�����関�����伊勢�����鳥羽（泊） 

ホテル����伊勢神宮新穀感謝祭参列／外宮・内宮��� 

農業館・徴古館見学���二見ケ浦・興玉神社（昼食）��� 

海産物お買物����鳥羽港�����伊良湖港���� 

恋路が浜����伊良湖岬（泊） 

ホテル���砥鹿神社（正式参拝）���豊川������ 

関ヶ原（昼食）������吹田������加西���� 

岡山各地 

〈山陽・中国道〉 〈近畿・西名阪道〉

〈伊勢道〉

6:00～8:30

7:10

〈フェリー〉

〈名神道〉 〈中国・山陽道〉

17:30～19:30頃

11/27

（水）

11/28

（木）

11/29

（金）

17:00 

11:30～12:00

14:40  15:15

17:00

13:00～13:50

２
　
日
　
目 

３
　
日
　
目 

１
　
日
　
目 

（正式参拝） 

8:00～11:20

12:10～13:30

13:50～14:20 16:10

16:30～16:50

〈東名・名神道〉 

10:00～10:508:00

（夕食弁当） 

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
岡
山
県
本
部
・
岡
山
県
神
社
庁
主

催
に
よ
る
伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭
参
拝
を
、
内
宮
御
鎮

座
二
千
年
の
佳
年
に
あ
た
る
本
年
も
左
記
に
よ
り
実
施

致
し
ま
す
の
で
、
近
隣
お
誘
い
合
わ
せ
下
さ
い
ま
し
て

御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

一
、
旅
行
実
施
日

平
成
八
年
十
一
月
二
十
七（
水
）〜
二
十
九
日（
金
）

一
、
会
費

四
九
、
五
〇
〇
円

一
、
申
し
込
み

十
月
二
十
七
日
迄
に
申
込
金
一
〇
、〇
〇
〇
円（
会

費
に
充
当
）を
添
え
て
各
神
社
宮
司
さ
ん
宛
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

内内
宮宮
御御
鎮鎮
座座
二二
千千
年年
記記
念念

第
42
回
伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭
参
拝
旅
行
のの
御御
案案
内内



◎
規
則
変
更

十
二
月
二
十
七
日

津
山
市
八
出
　
八
出
神
社

八
出
天
満
宮
に
社
名
変
更

津
山
市
八
出
　
八
出
神
社

第
一
条
及
び
二
条
中
社
名
変
更

二
月
二
十
三
日

小
田
郡
美
星
町
宇
戸
　
八
幡
神
社

第
十
四
条
総
代
定
数
変
更

小
田
郡
美
星
町
宇
戸
　
山
神
社

第
七
条
責
任
役
員
定
数
変
更

第
十
四
条
総
代
定
数
変
更

小
田
郡
矢
掛
町
上
高
末
　
吉
備
津
神

社第
七
条
責
任
役
員
定
数
変
更

第
十
四
条
総
代
定
数
変
更

三
月
八
日

岡
山
市
中
撫
川
　
須
佐
之
男
神
社

第
七
条
責
任
役
員
定
数
変
更

第
十
四
条
総
代
定
数
変
更

岡
山
市
中
撫
川
　
八
幡
神
社

第
七
条
責
任
役
員
定
数
変
更

第
十
四
条
総
代
定
数
変
更

四
月
二
日

上
房
郡
賀
陽
町
竹
荘
　
岩
牟
良
神
社

境
内
神
社
の
創
立
　
第
四
十
条
境
内

神
社
加
条

小
田
郡
矢
掛
町
下
高
末
　
明
剱
神
社

第
七
条
責
任
役
員
定
数
変
更

第
十
四
条
総
代
定
数
変
更

◎
財
産
処
分

十
二
月
一
日

久
米
郡
中
央
町
打
穴
上
　
宮
代
神
社

（
町
道
改
良
工
事
に
よ
る
山
林
の
売

却
）

久
米
郡
中
央
町
境
　
境
神
社

（
町
道
改
良
工
事
に
よ
る
原
野
の
売

却
）

十
二
月
十
二
日

苫
田
郡
奥
津
町
女
原
　
泉
神
社

（
県
道
改
良
工
事
に
よ
る
山
林
の
売

却
）

十
二
月
十
五
日

岡
山
市
下
足
守
　
葦
守
八
幡
宮

（
配
水
池
築
造
に
よ
る
山
林
の
売
却
）

十
二
月
二
十
二
日

久
米
郡
中
央
町
打
穴
里
　
興
津
神
社

（
町
道
改
良
工
事
に
よ
る
保
安
林
の

売
却
）

十
二
月
二
十
七
日

川
上
郡
成
羽
町
大
字
成
羽
　
森
神
社

（
町
道
改
良
工
事
に
よ
る
宅
地
の
売

却
）

一
月
二
十
六
日

赤
磐
郡
瀬
戸
町
鍛
冶
屋
　
神
時
神
社

（
砂
防
工
事
に
よ
る
原
野
の
売
却
）

三
月
二
十
九
日

苫
田
郡
鏡
野
町
馬
場
　
小
田
草
神
社

（
配
水
池
増
設
工
事
に
よ
る
山
林
の

売
却
）

五
月
十
四
日

御
津
郡
御
津
町
大
字
吉
尾
　
八
幡
宮

（
配
送
セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ
る
境
内

地
と
雑
種
地
と
の
交
換
）

五
月
三
十
一
日

真
庭
郡
久
世
町
大
字
余
野
下
　
大
津

神
社

（
競
争
馬
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

建
設
に
よ
る
山
林
の
交
換
）

六
月
二
十
五
日

赤
磐
郡
赤
坂
町
多
賀
　
鴨
布
勢
神
社

（
県
道
拡
幅
工
事
に
よ
る
山
林
の
売

却
）

◎
主
要
建
物
改
築
等

十
二
月
十
二
日

苫
田
郡
奥
津
町
女
原
　
泉
神
社

（
鳥
居
及
び
石
階
段
の
移
設
）

一
月
十
九
日

御
津
郡
建
部
町
吉
田
　
熊
野
神
社

（
本
殿
屋
根
の
模
様
替
及
び
境
内
神

社
海
神
社
、
天
神
宮
、
春
日
神
社
の

改
築
）

二
月
九
日

岡
山
市
八
幡
東
町
　
八
幡
宮

（
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
の
改
築
）

倉
敷
市
北
畝
　
福
田
神
社

（
祝
詞
殿
、
中
殿
、
拝
殿
の
改
築
）

四
月
二
日

上
房
郡
賀
陽
町
大
字
竹
荘
　
岩
牟
良

神
社

（
境
内
神
社
祖
霊
社
の
新
築
及
び
神

輿
仮
殿
の
改
築
）

四
月
二
十
六
日

岡
山
市
八
幡
東
町
　
八
幡
宮

（
社
務
所
の
改
築
）

五
月
十
四
日

真
庭
郡
勝
山
町
大
字
清
谷
　
清
谷
神

社（
拝
殿
の
改
築
）
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承
認
さ
れ
た
神
社

自
　
平
成
七
年
十
二
月
一
日

至
　
平
成
八
年
六
月
三
十
日

三
月
一
日

神
職
身
分
一
級
と
す
る

八
幡
神
社
宮
司
　
黒
田
　
收

◎
神
社
庁
練
成
行
事
道
彦

九
月
四
日

由
加
神
社
宮
司
　
新
庄
正
安

◎
神
社
庁
祭
式
講
師

十
一
月
一
日

伊
勢
神
社
宮
司
　
見
垣
安
邦

安
仁
神
社
宮
司
　
三
原
千
幸

◎
浄
階

三
月
一
日

黒
田
　
收

◎
明
階
（
無
試
験
検
定
）

三
月
三
十
一
日
　
石
田
智
秀

◎
正
階
（
無
試
験
検
定
）

一
月
十
日
　
福
嶋
　
昇

一
月
二
十
五
日
　
黒
住
晃
江

二
月
二
十
日
　
湯
浅
敬
弘

三
月
十
五
日
　
石
田
暢
嗣
・
井
上
晃

三
月
十
七
日
　
井
上
博
文
・
藤
井
忠

美
・
村
岡
宣
祐

四
月
十
日
　
松
本
幸
市
・
三
上
忠
男

◎
権
正
階
（
無
試
験
検
定
）

一
月
十
日
　
渡
辺
倭
佐
子

四
月
十
四
日
　
朝
倉
正
登
・
石
村

均
・
芝
崎
成
孝

◎
直
階
（
無
試
験
検
定
）

十
一
月
一
日
　
杉
井
文
徳
・
池
田
弥

寿
江

一
月
十
日
　
兼
松
恵
子

一
月
二
十
五
日
　
鶴
井
晧
司

四
月
十
四
日
　
朝
倉
宏
之
・
河
本

閑
・
高
畑
智
子
・
藤
井
正
勝
・
湯
浅

祐
次つ

ぎ
の
方
々
が
二
月
三
日
付
け
を

も
っ
て
表
彰
さ
れ
五
月
二
十
二
日
日

本
武
道
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
神

社
本
庁
設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
の

席
上
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

◎
第
三
条
第
二
号
該
当
者

宇
佐
八
幡
神
社
宮
司
　
神
崎
忠
夫

玉
井
宮
東
照
宮
宮
司
　
佐
々
木
保

羽
黒
神
社
宮
司
　
福
田
　
隆

鴻
八
幡
宮
宮
司
　
河
本
貞
紀

◎
第
三
条
第
三
号
該
当
者

甲
山
八
幡
神
社
役
員
　
落
合
保
之

鴻
八
幡
宮
役
員
　
明
石
歓
太
郎

高
田
神
社
役
員
　
坂
元
拓
治

羽
黒
神
社
役
員
　
坂
本
利
男

本
庁
辞
令

階
位
授
与

神
社
本
庁
功
績
表
彰

平

成

七

年

度



◎
十
年
以
上
勤
続
の
本
庁
役
員
、
評

議
員
、
職
員
及
び
神
社
庁
の
役
職
員

副
庁
長

藤
井
　
　
敬

理
　
事

宮
原
　
義
久
　

参
　
事

本
郷
　
弘
之

主
　
事

小
山
玉
章
子

◎
三
十
年
以
上
勤
続
の
支
部
長

玉
島
支
部
長

福
田
　
睦
雄

◎
五
十
年
以
上
勤
続
の
神
職

岡
山
神
社
宮
司

久
山
　
信
幸

箆
取
神
社
宮
司

岡
部
　
　
健

綾
部
神
社
宮
司

易
　
　
淳
臣

千
磐
神
社
宮
司

湯
浅
　
勝
興

御
前
八
幡
宮
宮
司

堀
　
　
倫
之

長
尾
神
社
宮
司

福
田
　
睦
雄

正
八
幡
宮
宮
司

新
庄
　
章
二

天
満
神
社
宮
司

桑
野
　
正
之

戸
神
社
宮
司

神
田
　
経
夫

八
幡
神
社
宮
司

浅
倉
　
　
博

長
澤
神
社
宮
司

黒
坂
吉
三
郎

八
幡
神
社
宮
司

笠
原
　
重
麿

井
森
神
社
宮
司

三
宅
　
　
將

八
田
神
社
宮
司

小
橋
　
光
一

大
歳
神
社
宮
司

石
川
　
　
章

天
満
神
社
宮
司

平
田
　
一
胤

國
主
神
社
宮
司

石
田
　
　
薫

垂
水
神
社
宮
司

築
澤
　
　
慧

美
甘
神
社
宮
司

黒
田
　
　
弘

建
部
神
社
宮
司

佐
伯
　
　
節

田
根
神
社
宮
司

東
郷
　
留
吉

茅
部
神
社
宮
司

神
田
　
泰
二

八
幡
神
社
宮
司

黒
田
　
　
收

諾
神
社
宮
司

井
上
　
　
清

大
吉
神
社
宮
司

横
山
　
茂
樹

讚
甘
神
社
宮
司

白
岩
　
直
樹

貴
布
禰
神
社
宮
司

為
貞
　
香
苗

八
幡
神
社
宮
司

矢
木
　
　
久

◎
教
化
又
は
神
社
の
興
隆
に
功
労
あ

る
者

瓜
生
神
社
宮
司

横
林
　
武
彦

天
神
社
宮
司

田
中
　
幹
雄

大
津
神
社
宮
司

笹
井
　
和
男

両
児
神
社
宮
司

井
上
　
　
健

中
山
神
社
宮
司

湯
浅
　
正
敬

玉
井
宮
東
照
宮
宮
司

佐
々
木
　
保

若
宮
八
幡
宮
宮
司

川
崎
　
弘
海

石
上
布
都
魂
神
社
宮
司

物
部
忠
三
郎

◎
神
社
の
総
代
又
は
責
任
役
員
に
し

て
功
労
顕
著
な
者

長
田
神
社
役
員

日
下
　
利
昌
　

八
幡
神
社
役
員

西
本
　
典
雄

新
庄
八
幡
宮
役
員

塚
本
　
　
晟

平
松
神
社
役
員

福
島
　
　
巧

河
瀬
神
社
役
員

成
廣
　
　
洋

後
山
神
社
役
員

春
名
　
　
明

横
尾
神
社
役
員

有
本
　
猛
雄

◎
神
宮
大
麻
頒
布
功
労
者

土
居
神
社
宮
司

沖
田
　
正
秀

八
幡
神
社
宮
司

本
倉
　
　
毅

重
岡
神
社
宮
司

行
森
　
克
己

甲
弩
神
社
宮
司

守
本
　
壮
平

八
幡
神
社
宮
司

難
波
　
宗
朋

天
満
神
社
宮
司

平
田
　
一
胤

御
崎
神
社
宮
司

石
井
　
清
根

旭
神
社
役
員

長
家
　
　
基

十
二
月
七
日

熱
田
八
幡
宮
宮
司
　
三
宅
利
範

岡
山
市
東
平
島

兼
ね
て
北
居
都
神
社
宮
司
に
任
ず
る

熱
田
八
幡
宮
宮
司
　
三
宅
利
範

岡
山
市
浦
間

兼
ね
て
少
童
神
社
宮
司
代
務
者
に
任

ず
る熱

田
八
幡
宮
宮
司
　
三
宅
利
範

岡
山
市
浅
川
西
祖

兼
ね
て
福
岡
神
社
宮
司
代
務
者
に
任

ず
る

十
二
月
八
日

宇
佐
八
幡
宮
宮
司
　
大
西
定
之

邑
久
郡
長
船
町
磯
上

兼
ね
て
多
賀
神
社
宮
司
に
任
ず
る

宇
佐
八
幡
宮
宮
司
　
大
西
定
之

邑
久
郡
長
船
町
磯
上

兼
ね
て
湯
次
神
社
宮
司
に
任
ず
る

十
二
月
二
十
二
日

八
幡
神
社
宮
司
　
三
宅
英
夫

笠
岡
市
入
間

兼
ね
て
稲
荷
神
社
宮
司
に
任
ず
る

十
二
月
二
十
六
日

御
崎
宮
禰
宜
　
小
笠
原
宗
壽

岡
山
市
北
方

御
崎
宮
宮
司
に
任
ず
る

正
八
幡
宮
禰
宜
兼
生
石
神
社
宮
司

瀬
能
太
郎

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

総
社
宮
司
　
菱
川
　
宏

御
津
郡
加
茂
川
町
加
茂
市
場

兼
ね
て
金
刀
比
羅
神
社
宮
司
に
任
ず

る一
月
八
日

御
崎
宮
宮
司
　
小
笠
原
宗
壽

岡
山
市
南
方

兼
ね
て
豊
宇
氣
神
社
宮
司
に
任
ず
る

一
月
十
二
日

岩
山
神
社
宮
司
　
渡
邊
重
彦

新
見
市
土
橋

兼
ね
て
八
門
神
社
宮
司
に
任
ず
る

岩
山
神
社
宮
司
　
渡
邊
重
彦

新
見
市
石
蟹

兼
ね
て
大
本
八
幡
神
社
宮
司
代
務
者

に
任
ず
る

岩
山
神
社
宮
司
　
渡
邊
重
彦

新
見
市
唐
松

兼
ね
て
岩
山
神
社
宮
司
代
務
者
に
任

ず
る

一
月
十
三
日

佐
藤
信
介

岡
山
市
八
幡
東
町

八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る

二
月
一
日

吉
備
津
彦
神
社
権
禰
宜

守
分
清
身

岡
山
市
一
宮

吉
備
津
彦
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

川
合
神
社
宮
司
　
清
瀬
光
政

岡
山
市
門
前

兼
ね
て
生
石
神
社
宮
司
に
任
ず
る

笠
神
社
禰
宜
　
渡
辺
倭
佐
子

笠
岡
市
笠
岡

笠
神
社
宮
司
に
任
ず
る

総
社
宮
司
　
菱
川
　
宏

御
津
郡
御
津
町
紙
工

兼
ね
て
宇
甘
神
社
宮
司
に
任
ず
る

貴
船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
大
富

兼
ね
て
大
富
八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る

貴
船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
福
山

兼
ね
て
●
爪
神
社
宮
司
に
任
ず
る

貴
船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
豊
原

兼
ね
て
笠
松
神
社
宮
司
代
務
者
に
任

ず
る貴

船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
豊
原

兼
ね
て
荒
神
社
宮
司
代
務
者
に
任
ず

る
貴
船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
豊
原

兼
ね
て
牛
神
社
宮
司
代
務
者
に
任
ず

る
貴
船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
豊
原

兼
ね
て
日
佐
神
社
宮
司
代
務
者
に
任

ず
る貴

船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
大
窪

兼
ね
て
天
神
社
宮
司
代
務
者
に
任
ず

る
貴
船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
大
窪

兼
ね
て
八
幡
宮
宮
司
代
務
者
に
任
ず

る
貴
船
神
社
宮
司
　
大
森
二
郎

邑
久
郡
邑
久
町
豊
原

兼
ね
て
日
吉
神
社
宮
司
代
務
者
に
任

ず
る

二
月
十
日

阿
智
神
社
禰
宜
　
小
野
直
臣
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神
社
本
庁
設
立

五
十
周
年
記
念
表
彰

任
免

自
　
平
成
七
年
十
二
月
一
日

至
　
平
成
八
年
六
月
三
十
日



倉
敷
市
茶
屋
町

兼
ね
て
稲
荷
神
社
宮
司
に
任
ず
る

二
月
二
十
二
日

西
園
神
社
宮
司
兼
上
二
萬
神
社
宮

司
　
松
浦
謙
二

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

二
月
二
十
三
日

百
射
山
神
社
宮
司
　
平
田
芳
樹

吉
備
郡
真
備
町
大
字
上
二
万

兼
ね
て
上
二
萬
神
社
宮
司
に
任
ず
る

二
月
二
十
三
日

岩
山
神
社
宮
司
　
渡
邊
重
彦

新
見
市
正
田

兼
ね
て
國
司
神
社
宮
司
代
務
者
に
任

ず
る笠

神
社
宮
司
　
渡
辺
倭
佐
子

笠
岡
市
笠
岡

兼
ね
て
高
●
神
社
宮
司
に
任
ず
る

笠
神
社
宮
司
　
渡
辺
倭
佐
子

笠
岡
市
馬
飼

兼
ね
て
大
歳
神
社
宮
司
に
任
ず
る

笠
神
社
宮
司
　
渡
辺
倭
佐
子

笠
岡
市
広
浜

兼
ね
て
日
吉
神
社
宮
司
に
任
ず
る

三
月
一
日

岡
山
縣
護
國
神
社
禰
宜
　
高
山

聖勝
田
郡
奈
義
町
中
島
東

松
神
神
社
宮
司
に
任
ず
る

松
神
神
社
宮
司
　
高
山
　
聖

勝
田
郡
勝
央
町
曽
井

兼
ね
て
月
村
神
社
宮
司
に
任
ず
る

松
神
神
社
宮
司
　
高
山
　
聖

勝
田
郡
勝
央
町
豊
久
田

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る

松
神
神
社
宮
司
　
高
山
　
聖

勝
田
郡
奈
義
町
上
町
川

兼
ね
て
町
川
神
社
宮
司
に
任
ず
る

松
神
神
社
宮
司
　
高
山
　
聖

勝
田
郡
奈
義
町
中
島
西

兼
ね
て
吉
野
神
社
宮
司
に
任
ず
る

松
神
神
社
宮
司
　
高
山
　
聖

勝
田
郡
勝
央
町
田
井

兼
ね
て
西
宮
神
社
宮
司
に
任
ず
る

三
月
十
三
日

国
司
神
社
宮
司
兼
清
谷
神
社
宮
司

西
井
太
久
美

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

国
司
神
社
宮
司
兼
中
尾
神
社
宮
司

西
井
太
久
美

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

国
司
神
社
宮
司
兼
熊
野
神
社
宮
司

西
井
太
久
美

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

国
司
神
社
宮
司
兼
八
代
神
社
宮
司

西
井
太
久
美

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

三
月
十
四
日

西
井
　
●

阿
哲
郡
大
佐
町
大
字
永
富

八
代
神
社
宮
司
に
任
ず
る

八
代
神
社
宮
司
　
西
井
　
●

阿
哲
郡
大
佐
町
大
字
永
富

兼
ね
て
熊
野
神
社
宮
司
に
任
ず
る

八
代
神
社
宮
司
　
西
井
　
●

真
庭
郡
勝
山
町
大
字
古
呂
々
尾
中

兼
ね
て
中
尾
神
社
宮
司
に
任
ず
る

八
代
神
社
宮
司
　
西
井
　
●

真
庭
郡
勝
山
町
大
字
清
谷

兼
ね
て
清
谷
神
社
宮
司
に
任
ず
る

八
幡
神
社
禰
宜
　
山
部
傳
二

笠
岡
市
笠
岡

兼
ね
て
笠
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

両
児
神
社
宮
司
　
井
上
　
健

倉
敷
市
上
東

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る

片
山
神
社
宮
司
　
吉
田
重
隆

赤
磐
郡
赤
坂
町
東
軽
部

兼
ね
て
天
地
神
社
宮
司
に
任
ず
る

四
月
一
日

大
岩
　
實

岡
谷
市
浅
川
西
祖

福
岡
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

井
上
　
晃

倉
敷
市
笹
沖

足
高
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

遠
藤
昌
寿

岡
山
市
吉
備
津

吉
備
津
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

平
島
理
之

岡
山
市
吉
備
津

吉
備
津
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

藤
井
崇
行

岡
山
市
吉
備
津

吉
備
津
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

物
部
明
徳

赤
磐
郡
吉
井
町
石
上

石
上
布
魂
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

四
月
二
十
四
日

熱
田
八
幡
宮
禰
宜
　
三
宅
和
範

岡
山
市
楢
原

兼
ね
て
八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る

御
崎
宮
宮
司
　
小
笠
原
宗
壽

倉
敷
市
曽
原

八
幡
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

八
幡
神
社
禰
宜
　
小
笠
原
宗
壽

岡
山
市
北
方

兼
ね
て
御
崎
宮
宮
司
に
任
ず
る

八
幡
神
社
禰
宜
　
小
笠
原
宗
壽

岡
山
市
南
方

兼
ね
て
豊
宇
氣
神
社
宮
司
に
任
ず
る

四
月
二
十
五
日

八
幡
神
社
宮
司
　
牧
　
博
嗣

津
山
市
宮
脇
町

兼
ね
て
徳
守
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

五
月
九
日

高
山
千
義
神
社
宮
司
兼
皇
太
子
神

社
宮
司
　
藤
井
正
人

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

五
月
十
日

大
神
神
社
宮
司
兼
石
門
別
神
社
宮

司
代
務
者
　
有
森
　
猛

願
い
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る

八
幡
神
社
宮
司
　
三
宅
英
男

井
原
市
井
原
町

兼
ね
て
皇
太
子
神
社
宮
司
に
任
ず
る

五
月
十
四
日

石
門
別
神
社
権
禰
宜
　
高
須
謙
二

岡
山
市
大
供
表
町

石
門
別
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る

五
月
十
五
日

石
門
別
神
社
権
禰
宜
　
高
須
謙
二

岡
山
市
西
古
松

兼
ね
て
八
幡
宮
宮
司
代
務
者
を
命
ず

る
石
門
別
神
社
権
禰
宜
　
高
須
謙
二

岡
山
市
奥
田

兼
ね
て
石
門
別
神
社
宮
司
代
務
者
を

命
ず
る

石
門
別
神
社
権
禰
宜
　
高
須
謙
二

岡
山
市
東
古
松

兼
ね
て
疫
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず

る
石
門
別
神
社
権
禰
宜
　
高
須
謙
二

岡
山
市
富
田

兼
ね
て
八
幡
宮
宮
司
代
務
者
を
命
ず

る六
月
二
十
一
日

井
上
博
文

倉
敷
市
松
島

両
児
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

神
職
帰
幽

自
　
平
成
七
年
十
二
月
一
日
至

平
成
八
年
六
月
三
十
日

十
二
月
二
十
六
日

岡
山
市
大
供
　
石
門
別
神
社
禰
宜

高
須
大
賢
﹇
四
級
﹈（
六
十
三
歳
）

一
月
十
五
日

高
梁
市
松
原
町
　
五
社
神
社
宮
司

山
川
秀
澄
﹇
二
級
﹈（
八
十
歳
）

三
月
四
日

苫
田
郡
鏡
野
町
　
小
田
草
神
社
宮

司
　
斉
藤
久
志
﹇
三
級
﹈（
八
十
三

歳
）

三
月
三
十
日

御
津
郡
建
部
町
　
正
八
幡
宮
禰
宜

瀬
能
太
郎
﹇
三
級
﹈（
七
十
五
歳
）

五
月
二
十
日

赤
磐
郡
赤
坂
町
　
八
幡
宮
禰
宜

小
田
篤
次
﹇
四
級
﹈（
七
十
六
歳
）

六
月
七
日

英
田
郡
美
作
町
　
鷺
神
社
禰
宜

前
田
好
光
﹇
四
級
﹈（
八
十
七
歳
）
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神
職
帰
幽

自
　
平
成
七
年
一
二
月
一
日

至
　
平
成
八
年
六
月
三
十
日



神道巡回講演会

神
社
庁
企
画
に
よ
る
恒
例
の
春
の

参
拝
旅
行
が
、去
る
三
月
二
十
四
日
、

二
十
五
日
と
実
施
さ
れ
た
。

初
日
、
羽
田
空
港
か
ら
Ａ
、
Ｂ
二

班
に
分
か
れ
て
時
差
出
発
し
た
一
行

は
、
中
禅
寺
湖
･
華
厳
の
滝
見
物
を

終
え
て
、
鬼
怒
川
温
泉
に
旅
装
を
解

い
た
。

翌
日
、
相
憎
の
雨
の
中
、
二
荒
山

神
社
と
東
照
宮
の
正
式
参
拝
へ
と
出

発
し
た
。
日
光
杉
並
木
を
横
に
見
な

が
ら
、
バ
ス
は
走
り
、
二
荒
山
神
社

へ
と
到
着
し
た
。

樹
齢
何
百
年
の
古
杉
の
林
立
す
る

境
内
に
、
朱
漆
の
社
殿
が
氷
雨
の
中

に
た
た
ず
ん
で
い
た
。

湯
浅
副
庁
長
、
難
波
理
事
の
玉
串

奉
奠
に
合
わ
せ
一
同
拝
礼
し
た
。

終
わ
っ
て
代
表
に
よ
る
杉
の
苗
木

の
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

日
光
東
照
宮
へ
は
歩
い
て
移
動
、

陽
明
門
を
は
じ
め
建
築
物
内
外
の
壮

麗
に
し
て
華
麗
な
こ
と
、
江
戸
初
期

の
建
築
美
術
、
彫
刻
の
多
彩
な
こ
と

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
想
い
が
し

た
。一

泊
二
日
の
、
し
か
も
航
空
機
利

用
の
旅
で
あ
っ
た
が
、
や
や
行
程
に

無
理
が
あ
り
疲
労
を
覚
え
た
。
短
期

の
旅
に
つ
い
て
一
考
あ
っ
て
い
い
の

で
は
な
い
か
。

（
渡
辺
宣
也
記
）
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日
　
光
の
旅

鬼
怒
川

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
教
化
委

員
会
主
催
の
神
道
巡
回
講
演
会
は
神

社
本
庁
地
区
教
化
講
師
の
野
村
清
風

先
生
を
講
師
に
迎
え
三
日
間
に
亘
る

講
演
会
を
開
催
し
た
。

本
年
度
は
、『
人
間
ら
し
さ
の
再

発
見
』
と
題
し
て
人
と
氏
神
様
の
つ

な
が
り
、
青
少
年
問
題
、
家
庭
で
の

親
と
子
の
つ
な
が
り
等
を
身
近
な
問

題
と
し
て
捉
え
、
力
強
く
そ
し
て
、

わ
か
り
や
す
い
講
演
で
あ
っ
た
。

尚
、
会
場
及
び
参
加
人
数
は
次
の

通
り
で
あ
っ
た
。

三
月
二
十
六
日

午
前
十
時
　
羽
黒
神
社
会
館
（
玉

島
・
浅
口
支
部
）

一
三
八
名

午
後
二
時
　
吉
備
津
神
社
参
集
殿

（
吉
備
支
部
）

一
○
九
名

三
月
二
十
七
日

午
前
十
時
　
建
部
町
吉
田
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー（
御
津
東
・
久
米
支
部
）

九
○
名

午
後
二
時
　
天
石
門
別
神
社（
英
田
）

九
三
名

三
月
二
十
八
日

午
前
九
時
半
　
成
羽
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
川
上
）

一
三
二
名

午
後
二
時
半
　
鴻
八
幡
宮
社
務
所

（
児
島
）

九
一
名

羽黒神社会館で講演する野村氏

岡
山
県
婦
人
神
職
会
は
昨
年
の
感

動
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
五
月
二
十
七
日

か
ら
三
十
日
の
四
日
間
、
皇
居
並
び

に
赤
坂
御
用
地
の
清
掃
奉
仕
を
行
っ

た
。
二
十
九
日
の
春
の
園
遊
会
の
設

営
の
お
手
伝
い
が
メ
イ
ン
で
あ
っ

た
。
神
職
九
名
、
神
職
婦
人
と
氏
子

の
女
性
三
十
三
名
、
計
四
十
二
名
で

あ
る
。

二
十
六
日（
日
）皇
居
の
鎮
護
の
神

で
あ
る
日
枝
神
社
に
正
式
参
拝
。
東

郷
神
社
に
自
由
参
拝
の
後
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク
と
東
京
都
庁
を

見
学
し
た
。

二
十
七
日（
月
）天
皇
･
皇
后
両
陛

下
に
「
蓮
池
休
所
」
に
て
御
会
釈
を

賜
る
。

「
こ
の
度
、
池
田
厚
子
様
に
は
、

神
社
本
庁
総
裁
に
ご
就
任
遊
ば
さ
れ

真
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
池

田
隆
政
先
生
に
は
、
九
月
三
日
の
中

国
五
県
女
子
神
職
研
修
会
の
講
演
の

ご
依
頼
を
快
く
お
受
け
頂
き
真
に
有

難
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
演
題
は
、

人
類
の
自
然
破
壊
に
よ
り
全
滅
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る
動
物
の
種
の
保
存

の
問
題
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
申
し
上
げ
た
。
両
陛
下
と
も
大
変

お
喜
び
の
ご
様
子
で
あ
っ
た
。
私
共

に
対
し
て
は
、
今
回
も
「
大
切
な
お

仕
事
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
」
と
暖
か

い
お
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

私
は
こ
の
日
、
万
歳
三
唱
の
先
導

役
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
天
皇
陛
下
･
皇
后
陛
下
。
万
歳
！

万
歳
！
万
歳
！
」

皇
居
退
出
後
、
国
会
議
事
堂
を
見

学
、
堂
内
で
思
い
が
け
ず
橋
本
総
理

に
お
会
い
し
た
。
皇
居
奉
仕
の
事
を

伝
え
る
と「
そ
れ
は
ご
苦
労
様
で
す
」

と
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
下
さ
っ
た
。

明
け
て
二
十
八
日（
火
）東
宮
御
所

御
車
寄
前
に
て
皇
太
子
ご
夫
妻
に
御

会
釈
を
賜
る
。
お
健
や
か
で
あ
ら
せ

ら
れ
た
。
今
回
も
ま
た
国
体
の
護
持

に
向
け
精
進
す
る
事
を
お
約
束
し

た
。来

年
「
三
回
目
の
奉
仕
」
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。「
来
年
に
向
け

礼
儀
礼
節
を
磨
き
、
恥
ず
か
し
く
な

い
自
分
に
な
る
よ
う
精
進
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
連
れ
て
行
っ
て
欲
し
い
」と
、

も
う
数
人
か
ら
申
し
込
み
が
あ
る
。

主
催
者
側
と
し
て
こ
ん
な
に
嬉
し
い

事
は
な
い
。（

団
長
・
井
上
　
勝
子
）

両
陛
下
と
両
殿
下
の
暖
か
い
御
言
葉

感
動
の

皇
居
勤
労
奉
仕

第2回
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平成6年度 
岡 　 山 　 県 　 神 　 社 　 庁  

一般会計決算書  
平成6年7月1日～平成7年6月30日 

歳入総額　　　56,850,277円也 
歳出総額　　　53,214,054円也 
差引差額　　　  3,636,223円也 
　　　　　　　　（次年度へ繰越） 

Ⅰ神 饌 及 幣 帛 料 

　１本 　 庁 　 幣 

　２神饌及初穂料 

Ⅱ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅲ交 　 付 　 金 

　１本 庁 交 付 金 

　（１本庁交付金） 

Ⅳ寄 　 付 　 金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄 　 付 　 金 

Ⅴ諸 　 収 　 入 

　１諸 　 収 　 入 

　（１預 金 利 子） 

　（２補 助 金） 

　（３申請料・任命料） 

　（４雑 収 入） 

Ⅵ神社振興対策助成金 

　１神社振興対策助成金 

Ⅶ借 　 入 　 金 

　１借 　 入 　 金 

Ⅷ繰 　 入 　 金 

　１繰 　 入 　 金 

Ⅸ繰 　 越 　 金 

　１繰 　 越 　 金 

　歳 入 合 計 

Ⅰ幣　　帛　　料 

　１幣　帛　料 

　（１本 庁 幣） 

　（２神社庁幣） 

Ⅱ神　　事　　費 

　１神殿奉斎費 

Ⅲ会 　 議 　 費 

　１会 　 議 　 費 

　（１役 員 会 費） 

　（２事務打合諸費） 

　（３協議員会費） 

　（４支部長会議費） 

　（５特別委員会諸費） 

Ⅳ事 務 所 費 

　１俸 給 給 与 

　（１俸 　 　 給） 

　（２報 　 　 酬） 

　（３教誨師手当） 

　（４委 員 手 当） 

　（５管理職手当） 

　２雑 　 　 給 

　（１夏期年末手当） 

　（２扶 養 手 当） 

　（３傭 人 費） 

　（４通 勤 手 当） 

　３庁 　 　 費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消 耗 品 費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６職員厚生費） 

　（７交 際 費） 

　（８雑 　 　 費） 

　４旅 　 　 費 

　（１旅 　 　 費） 

　５役職員研修費 

　（１職員研修費） 

　（２神社視察研修費） 

Ⅴ指 導 奨 励 費 

　１教 化 事 業 費 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　（４青少年対策費） 

　２神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

　３各 種 補 助 金 

　（１神青協補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

　（４婦人神職会補助金） 

　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（１０検定講習会補助金） 

　（１１地区大会援助金） 

Ⅵ各 種 積 立 金 

　１退職給与積立金 

　２役 員 退 任 
　　慰労金積立金 
　３庁舎建設資金 
　　積 　 立 　 金 

Ⅶ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

Ⅷ表 彰 並 慶 弔 費 

　１表彰並慶弔費 

Ⅸ諸 会 議 派 遣 費 

　１諸会議派遣費 

　（１地区会議派遣費） 

　（２教誨師会議派遣費） 

Ⅹ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１本庁災害慰謝負担金） 

　（２本庁負担金） 

　（３宗教委員会負担金） 

　（４県同宗連負担金） 

　（５県民会議負担金） 

ⅩⅠ庁 舎 管 理 費 

　１保 　 険 　 料 

　（１火災保険料） 

　２営 　 繕 　 費 

　（１修 繕 費） 

　３防 　 災 　 費 

　（１防災管理費） 

ⅩⅡ負 担 金 報 奨 費 

　１負担金報奨費 

ⅩⅢ時局対策関係費 

　１時 局 対 策 費 

　２神政連寄付金 

ⅩⅣ返 　 還 　 金 

　１返 　 還 　 金 

ⅩⅤ繰 り 出 し 金 

　１繰 り 出 し 金 

ⅩⅥ予 　 備 　 費 

　１予 　 備 　 費 

　歳 出 合 計 

歳入の部 

歳出の部 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

999,600 

626,600 

373,000 

33,035,990 

33,035,990 

23,075,130 

8,300,570 

1,660,290 

1,638,400 

1,638,400 

1,638,400 

2,270,000 

2,110,000 

160,000 

3,340,850 

3,340,850 

73,247 

262,730 

2,320,000 

684,873 

250,000 

250,000 

3,500,000 

3,500,000 

8,500,000 

8,500,000 

3,315,437 

3,315,437 

56,850,277 

 

 

2,424,000 

2,424,000 

2,213,000 

211,000 

327,477 

327,477

955,000 

625,000 

330,000 

33,200,000 

33,200,000 

23,240,000 

8,300,000 

1,660,000 

1,700,000 

1,700,000 

1,700,000 

2,250,000 

2,100,000 

150,000 

2,805,000 

2,805,000 

70,000 

235,000 

1,800,000 

700,000 

250,000 

250,000 

3,500,000 

3,500,000 

8,500,000 

8,500,000 

3,000,000 

3,000,000 

56,160,000 

 

 

2,560,000 

2,560,000 

2,260,000 

300,000 

350,000 

350,000

44,600 

1,600 

43,000 

△164,010 

△164,010 

△164,870 

570 

290 

△61,600 

△61,600 

△61,600 

20,000 

10,000 

10,000 

535,850 

535,850 

3,247 

27,730 

520,000 

△15,127 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

315,437 

315,437 

690,277 

 

 

△136,000 

△136,000 

△47,000 

△89,000 

△22,523 

△22,523

759,152 

759,152 

375,551 

40,636 

231,945 

111,020 

0 

28,167,319 

13,415,200 

11,875,200 

970,000 

180,000 

170,000 

220,000 

6,997,880 

5,442,800 

840,000 

30,000 

685,080 

6,082,493 

624,719 

412,864 

776,966 

636,403 

872,788 

2,192,717 

368,883 

197,153 

1,440,036 

1,440,036 

231,710 

81,710 

150,000 

6,898,078 

3,421,149 

1,574,280 

1,453,769 

350,000 

43,100 

1,256,929 

1,046,929 

210,000 

2,220,000 

500,000 

250,000 

20,000

700,000 

700,000 

250,000 

100,000 

250,000 

100,000 

0 

29,368,000 

13,417,000 

11,877,000 

970,000 

180,000 

170,000 

220,000 

7,105,000 

5,445,000 

840,000 

70,000 

750,000 

6,796,000 

650,000 

400,000 

900,000 

700,000 

1,100,000 

2,046,000 

500,000 

500,000 

1,800,000 

1,800,000 

250,000 

100,000 

150,000 

7,270,000 

3,300,000 

1,300,000 

1,450,000 

350,000 

200,000 

1,750,000 

1,400,000 

350,000 

2,220,000 

500,000 

250,000 

20,000

59,152 

59,152 

125,551 

△59,364 

△18,055 

11,020 

 

△1,200,681 

△1,800 

△1,800 

0 

0 

0 

0 

△107,120 

△2,200 

0 

△40,000 

△64,920 

△713,507 

△25,281 

12,864 

△123,034 

△63,597 

△227,212 

146,717 

△131,117 

△302,847 

△359,964 

△359,964 

△18,290 

△18,290 

0 

△371,922 

121,149 

274,280 

3,769 

0 

△156,900 

△493,071 

△353,071 

△140,000 

0 

0 

0 

0

150,000 

60,000 

70,000 

30,000 

200,000 

40,000 

200,000 

700,000 

2,103,000 

990,000 

113,000 

1,000,000 

581,944 

581,944 

497,534 

497,534 

242,952 

242,952 

194,452 

48,500 

4,552,640 

4,552,640 

43,640 

4,364,000 

60,000 

45,000 

40,000 

411,066 

63,100 

63,100 

87,170 

87,170 

260,796 

260,796 

2,634,150 

2,634,150 

114,742 

14,742 

100,000 

3,500,000 

3,500,000 

0 

0 

0 

0 

53,214,054

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

△118,056 

△118,056 

△102,466 

△102,466 

△127,048 

△127,048 

△105,548 

△21,500 

△360 

△360 

△360 

0 

0 

0 

0 

△272,934 

△900 

△900 

△112,830 

△112,830 

△159,204 

△159,204 

△21,850 

△21,850 

△185,258 

△185,258 

0 

0 

0 

0 

0 

△446,000 

△446,000 

△2,945,946

150,000 

60,000 

70,000 

30,000 

200,000 

40,000 

200,000 

700,000 

2,103,000 

990,000 

113,000 

1,000,000 

700,000 

700,000 

600,000 

600,000 

370,000 

370,000 

300,000 

70,000 

4,553,000 

4,553,000 

44,000 

4,364,000 

60,000 

45,000 

40,000 

684,000 

64,000 

64,000 

200,000 

200,000 

420,000 

420,000 

2,656,000 

2,656,000 

300,000 

200,000 

100,000 

3,500,000 

3,500,000 

0 

0 

446,000 

446,000 

56,160,000



平成８年８月１日 第81号 （10）岡 山 県 神 社 庁 報

平成8年度 
岡 　 山 　 県 　 神 　 社 　 庁  

一 般 会 計 予 算  
平成8年7月1日～平成9年6月30日 

歳入総額　　　56,351,000円也 
歳出総額　　　56,351,000円也 

Ⅰ幣 　 帛 　 料 

　１幣 　 帛 　 料 

　（１本 庁 幣） 

 

Ⅰ神 饌 及 幣 帛 料 

　１本 　 庁 　 幣 

　２神饌及初穂料 

Ⅱ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅲ交 　 付 　 金 

　１本 庁 交 付 金 

　（１本庁交付金） 

　（２本庁補助金） 

　（３振興対策補助金） 

Ⅳ寄 　 付 　 金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄 　 付 　 金 

Ⅴ諸 　 収 　 入 

　１諸 　 収 　 入 

　（１預 金 利 子） 

　（２申請料・任命料） 

　（３雑 収 入） 

Ⅵ繰 　 入 　 金 

　１繰 　 入 　 金 

Ⅶ繰 　 越 　 金 

　１繰 　 越 　 金 

Ⅷ借 　 入 　 金 

　歳 入 合 計 

　（２神 社 庁 幣） 

Ⅱ神 　 事 　 費 

　１神 殿 奉 斎 費 

Ⅲ事 務 局 費 

　１表彰並びに儀礼費 

　（１神職総代表彰費） 

　（２慶 弔 費） 

　２会 　 議 　 費 

　（１役 員 会 費） 

　（２事務打合諸費） 

　（３協議員会費） 

　（４支部長会議費） 

　（５各種委員会諸費） 

　（６諸 　 費） 

　３役 員 関 係 費 

　（１役 員 報 酬） 

　（２各種委員手当） 

　（３教誨師関係費） 

　（４視察研修費） 

　（５地区会議関係費） 

　４給料及び福利厚生費 

　（１給 　 料） 

　（２諸 手 当） 

　（３各種保険料） 

　（４職員厚生費） 

　５庁 　 　 費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消 耗 品 費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６傭 人 費） 

　（７雑 　 費） 

　６交 　 際 　 費 

　７旅 　 　 　 費 

　８管 　 理 　 費 

　（１営繕管理費） 

　（２防 災 費） 

　（３諸 　 費） 

Ⅳ指 導 奨 励 費 

　１教 化 事 業 費 

 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　（４青少年対策費） 

　２神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

　３各 種 補 助 金 

　（１神青協補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

　（４婦人神職会補助金） 

　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（１０神職養成補助金） 

　（１１地区大会援助金） 

Ⅴ各 種 積 立 金 

　１職員退職給与積立金 

　２役 員 退 任 
　　慰労金積立金 

　３庁舎建設資金積立金 

Ⅵ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

Ⅶ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１本庁災害慰謝負担金） 

　（２本庁負担金） 

Ⅷ渉 　 外 　 費 

　１友好団体関係費 

　２時 局 対 策 費 

　３同 和 対 策 費 

　４神政連関係費 

Ⅸ支 部 関 係 費 

　１負担金報奨費 

　２諸 　 　 　 費 

Ⅹ予 　 備 　 費 

　１予 　 備 　 費 

ⅩⅠ返 　 還 　 金 

　歳 出 合 計 

款内流用を認める。 

歳入の部 

歳出の部 

科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 　差異（△減） 科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 　差異（△減） 

961,000 

621,000 

340,000 

34,000,000 

34,000,000 

23,800,000 

8,500,000 

1,700,000 

1,690,000 

1,690,000 

1,200,000 

240,000 

250,000 

2,800,000 

2,600,000 

200,000 

3,400,000 

3,400,000 

50,000 

2,500,000 

850,000 

10,500,000 

10,500,000 

3,000,000 

3,000,000 

0 

56,351,000 

 

 

2,560,000 

2,560,000 

2,210,000

985,000 

625,000 

360,000 

33,500,000 

33,500,000 

23,450,000 

8,375,000 

1,675,000 

2,185,000 

2,185,000 

1,700,000 

235,000 

250,000 

2,650,000 

2,500,000 

150,000 

2,920,000 

2,920,000 

70,000 

2,000,000 

850,000 

10,000,000 

10,000,000 

3,000,000 

3,000,000 

3,500,000 

58,740,000 

 

 

2,610,000 

2,610,000 

2,260,000 

 

△24,000 

△4,000 

△20,000 

500,000 

500,000 

350,000 

125,000 

25,000 

△495,000 

△495,000 

△500,000 

5,000 

0 

150,000 

100,000 

50,000 

480,000 

480,000 

△20,000 

500,000 

0 

500,000 

500,000 

0 

0 

△3,500,000 

△2,389,000 

 

 

△50,000 

△50,000 

△50,000

350,000 

350,000 

350,000 

33,393,000 

600,000 

400,000 

200,000 

1,490,000 

400,000 

100,000 

420,000 

120,000 

400,000 

50,000 

1,660,000 

970,000 

170,000 

270,000 

150,000 

100,000 

22,769,000 

12,710,000 

7,594,000 

2,350,000 

115,000 

3,510,000 

400,000 

400,000 

900,000 

680,000 

880,000 

50,000 

200,000 

900,000 

1,800,000 

664,000 

264,000 

300,000 

100,000 

7,050,000 

3,800,000

350,000 

350,000 

350,000 

32,780,000 

600,000 

 

 

770,000 

300,000 

100,000 

250,000 

120,000 

0 

 

1,660,000 

970,000 

170,000 

270,000 

150,000 

100,000 

22,406,000 

12,353,000 

7,473,000 

2,465,000 

115,000 

4,380,000 

950,000 

400,000 

900,000 

680,000 

1,000,000 

50,000 

400,000 

500,000 

1,800,000 

664,000 

264,000 

400,000 

 

7,530,000 

4,220,000

0 

0 

0 

613,000 

0 

 

 

720,000 

100,000 

0 

170,000 

0 

400,000 

50,000 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

363,000 

357,000 

121,000 

△115,000 

0 

△870,000 

△550,000 

0 

0 

0 

△120,000 

0 

△200,000 

400,000 

0 

0 

0 

△100,000 

100,000 

△480,000 

△420,000

1,220,000 

2,000,000 

350,000 

230,000 

1,670,000 

1,400,000 

270,000 

1,580,000 

500,000 

100,000 

20,000 

150,000 

100,000 

70,000 

40,000 

200,000 

40,000 

0 

360,000 

3,113,000 

2,000,000 

113,000 

1,000,000 

700,000 

700,000 

5,219,000 

5,219,000 

52,000 

5,167,000 

445,000 

100,000 

200,000 

45,000 

100,000 

2,730,000 

2,720,000 

10,000 

791,000 

791,000 

0 

56,351,000

970,000 

2,200,000 

350,000 

700,000 

1,670,000 

1,400,000 

270,000 

1,640,000 

500,000 

250,000 

20,000 

150,000 

70,000 

70,000 

40,000 

200,000 

40,000 

0 

300,000 

2,143,000 

1,030,000 

113,000 

1,000,000 

1,100,000 

1,100,000 

4,781,000 

4,781,000 

44,000 

4,737,000 

445,000 

100,000 

200,000 

45,000 

100,000 

2,680,000 

2,680,000 

 

821,000 

821,000 

3,500,000 

58,740,000 

 

250,000 

△200,000 

0 

△470,000 

0 

0 

0 

△60,000 

0 

△150,000 

0 

0 

30,000 

0 

0 

0 

0 

0 

60,000 

970,000 

970,000 

0 

0 

△400,000 

△400,000 

438,000 

438,000 

8,000 

430,000 

0 

0 

0 

0 

0 

50,000 

40,000 

10,000 

△30,000 

△30,000 

△3,500,000 

△2,389,000



一
日
　
月
次
祭

五
日
　
特
別
委
員
会

十
二
日
　
役
員
会
・
表
彰
委
員
会
・

忘
年
会

二
十
八
日
　
御
用
納

五
日
　
新
年
祭

十
六
日
　
防
府
天
満
宮
鈴
木
宮
司
本

葬
（
防
府
天
満
宮
）
参
事
参
列

二
十
三
日
　
平
和
日
本
を
守
る
岡
山

県
民
会
議
運
営
委
員
会（
幸
町
会
館
）

参
事
出
席

二
十
四
日
　
役
員
会
・
新
年
会

三
十
日
　
神
社
本
庁
臨
時
評
議
員
会

（
神
社
本
庁
）
藤
井
庁
長
代
務
者
出

席
・
教
化
委
員
会
教
宣
部
会

一
日
　
月
次
祭

五
日
　
特
別
委
員
会

八
日
　
初
任
神
職
研
修
会
講
師
会
議

十
一
日
　
麻
佐
岐
神
社
建
国
祭
（
総

社
）
太
田
主
事
補
参
列

二
十
一
〜
二
十
二
日
　
中
国
地
区
神

社
庁
連
絡
会
議
（
広
島
）
藤
井
庁
長

代
務
者
、
湯
浅
副
庁
長
、
参
事
出

席
・
青
少
年
対
策
常
任
委
員
会

二
十
二
〜
二
十
三
日
　
全
国
教
化
会

議
（
神
社
本
庁
）
笹
井
教
化
委
員
長

出
席

二
十
三
〜
二
十
四
日
　
教
学
研
究
大

会
（
神
社
本
庁
）
難
波
雅
楽
講
師
出

席二
十
四
日
　
神
社
実
務
研
修
会
（
神

社
庁
）

一
日
　
神
宮
大
麻
頒
布
終
了
祭
（
伊

勢
）
参
事
参
列

六
〜
八
日
　
神
宮
大
麻
頒
布
事
務
研

修
会
（
伊
勢
）
三
原
大
麻
頒
布
推
進

委
員
長
、
武
内
同
副
委
員
長
、
参
事

受
講

七
〜
八
日
　
初
任
神
職
研
修
会
（
岡

山
県
遺
族
福
祉
会
館
）〔
前
期
〕

十
二
日
　
神
社
庁
神
殿
祭

二
十
四
〜
二
十
五
日
　
神
社
庁
主
催

神
社
参
拝
旅
行
（
日
光
）
参
事
、
小

山
主
事
同
行

二
十
六
日
　
神
道
巡
回
講
演
会
（
玉

島
・
吉
備
）
・
神
社
移
転
に
つ
い
て

指
導
（
奥
津
町
）
参
事
、
太
田
主
事

補
出
向

二
十
七
日
　
神
道
巡
回
講
演
会
（
御

津
東
・
英
田
）

二
十
八
日
　
神
道
巡
回
講
演
会
（
川

上
・
児
島
）

二
十
九
日
　
衣
紋
研
修
会
（
岡
山
県

遺
族
福
祉
会
館
）
・
教
化
委
員
会
事

業
部
会

一
日
　
月
次
祭

四
〜
五
日
　
初
任
神
職
研
修
会
（
岡

山
県
遺
族
福
祉
会
館
）〔
後
期
〕

五
日
　
平
和
日
本
を
守
る
岡
山
県
民

会
議
運
営
委
員
会
（
幸
町
会
館
）
参

事
出
席

八
日
　
表
彰
委
員
会
・
神
社
関
係
者

大
会
実
行
委
員
会

十
四
日
　
素
盞
鳴
神
社
千
五
十
年
祭

献
幣
（
加
茂
川
町
）
藤
井
庁
長
代
務

者
参
向

十
九
日
　
特
別
委
員
会
・
神
社
関
係

者
大
会
打
合
せ
会

二
十
三
日
　
岡
山
県
神
社
庁
設
立
五

十
周
年
記
念
第
三
十
四
回
岡
山
県
神

社
関
係
者
大
会（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

六
五
○
名
参
加

二
十
九
日
　
平
和
日
本
を
守
る
岡
山

県
民
会
議
・
世
論
の
会
岡
山
県
支
部

合
同
総
会
（
農
業
会
館
）
参
事
、
太

田
主
事
補
出
席

一
日
　
月
次
祭

七
日
　
井
原
後
月
支
部
総
代
会
（
花

月
別
館
）
参
事
講
演

九
〜
十
日
　
役
員
研
修
旅
行（
新
潟
）

太
田
主
事
補
同
行

十
六
日
　
屋
上
水
タ
ン
ク
清
掃

二
十
二
日
　
神
社
本
庁
五
十
周
年
記

念
式
典
（
日
本
武
道
館
）
参
事
、
小

山
主
事
出
席
、
太
田
主
事
補
助
成

六
二
名
出
席

二
十
三
日
　
全
国
総
代
会
代
議
員
会

（
神
社
本
庁
）
宮
原
総
代
会
長
、
藤

井
庁
長
代
務
者
出
席
、
参
事
傍
聴

二
十
四
〜
二
十
六
日
　
神
社
本
庁
評

議
員
会
（
神
社
本
庁
）
藤
井
庁
長
代

務
者
出
席
、
参
事
傍
聴

二
十
六
日
　
徳
守
神
社
屋
根
葺
替
等

竣
工
奉
祝
祭
献
幣
（
津
山
）
湯
浅
副

庁
長
、
井
上
功
太
氏
参
向

二
十
八
日
　
教
化
委
員
会
神
社
視
察

研
修
（
西
条
）
太
田
主
事
補
同
行

三
十
一
日
　
監
査

一
日
　
月
次
祭

三
日
　
神
宮
大
麻
頒
布
常
任
委
員
会

四
日
　
青
少
年
対
策
常
任
委
員
会

六
〜
七
日
　
伊
勢
神
宮
評
議
員
会

（
伊
勢
）
参
事
出
席

十
日
　
教
化
研
修
会
（
岡
山
県
い
さ

お
会
館
）

十
四
〜
十
五
日
　
支
部
長
懇
話
会

（
大
原
町
）
参
事
、
河
田
録
事
出
席

十
七
日
　
役
員
会
・
神
社
本
庁
五
十

周
年
記
念
表
彰
状
伝
達
式

十
八
日
　
神
政
連
本
部
長
会
（
神
社

本
庁
）
湯
浅
幹
事
長
出
席

十
九
日
　
神
政
連
中
央
委
員
会
（
神

社
本
庁
）
湯
浅
幹
事
長
出
席
・
同
事

務
局
長
会
（
同
）
参
事
出
席

二
十
四
〜
二
十
五
日
　
神
社
庁
事
務

担
当
者
会
（
神
社
本
庁
）
参
事
出
席

二
十
六
日
　
協
議
員
会
（
岡
山
県
い

さ
お
会
館
）
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庁
務
日
誌
抄

自
　
平
成
七
年
十
二
月
一
日

至
　
平
成
八
年
六
月
三
十
日

十
二
月

二
月

三
月

五
月

一
月

六
月

四
月



岡山県神社庁研修所主催の研修会を下記により開催
する予定となっておりますので多数御参加下さいま
すようご案内致します。

去
る
三
月
七
･
八
日
と
四
月

四
･
五
日
の
四
日
間
一
泊
二
日

を
二
回
に
分
け
て
、
岡
山
市
奥

市
、
岡
山
県
遺
族
福
祉
会
館
に

於
い
て
第
十
二
回
初
任
神
職
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
十
五
名
の
受
講
者
が

あ
り
、
敬
神
生
活
の
綱
領
、
神

社
本
庁
史
、
祭
式
な
ど
神
社
本

庁
包
括
下
の
神
職
と
し
て
の
自

覚
を
持
つ
為
に
毎
日
熱
心
に
受

講
し
た
。
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研修会開催のご案内

　実 施 日  

８月６～７日

８月10～11日

８月17日（土）

８月17～18日

８月23日（金）

８月24日（土）

８月26～27日

８月27日（火）

８月28日（水）

８月28日（水）

８月29日（木）

９月３～４日

９月17～21日

　　研　　修　　名 

浦安の舞研修会 

浦安の舞研修会 

祭式研修会 

雅楽研修会（龍笛） 

雅楽研修会（篳篥） 

祭式研修会 

祭式並禊研修会 

神社実務研修会 

神社実務研修会 

祭式研修会 

神社実務研修会 

中国地区女子神職研修会 

中国地区中堅神職研修会 

 

２日 

２日 

１日 

２日 

１日 

１日 

１日 

半日 

半日 

１日 

半日 

１日 

５日 

　　　　場　　　　　　所 

上房郡賀陽町　上竹荘公民館 

新見市新見　船川八幡宮 

津山市一宮　中山神社 

新見市高尾　國司神社社務所 

新見市高尾　國司神社社務所 

新見市高尾　國司神社拝殿 

岡山市奥市　岡山縣護國神社 

午前（倉敷）・午後（高梁） 

午前（真庭）・午後（津山） 

岡山市吉備津　吉備津神社参集殿 

午前（岡山）・午後（和気） 

倉敷市下津井　国民年金保養センター 

岡山市奥市　岡山県遺族福祉会館 

受講料  

3,000円

2,600円

1,000円

2,600円

1,300円

1,300円

5,000円

無料　

無料　

1,200円

無料　

13,000円

10,000円

　申 込 先  

高梁上房支部 

阿新支部 

津山支部 

阿新支部 

阿新支部 

阿新支部 

護國神社 

神社庁 

神社庁 

吉備支部 

神社庁 

婦人神職会 

神社庁 

初
任
神
職
研
修
会

祭式授業風景

初
任
神
職
研
修
会



岡
山
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
（
笹

井
委
員
長
）、
青
少
年
対
策
委
員
会

（
井
上
委
員
長
）
合
同
に
よ
る
神
社

視
察
研
修
が
、
去
る
五
月
二
十
八
日

行
わ
れ
た
。

当
日
午
前
九
時
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

同
乗
し
た
二
十
五
名
の
委
員
等
は
、

車
中
で
今
年
度
の
事
業
報
告
を
発
表

し
合
い
、
続
い
て
新
年
度
の
計
画
に

つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

バ
ス
は
、
瀬
戸
大
橋
を
渡
り
一
路

松
山
自
動
車
道
を
快
調
に
走
り
、
昼

前
「
り
ん
り
ん
パ
ー
ク
」
に
て
昼
食

を
摂
っ
た
。

午
後
二
時
、
本
日
の
目
的
地
、
西

条
市
に
鎮
座
す
る
元
国
弊
中
社
「
伊

曽
乃
神
社
」
に
到
着
し
た
。

井
上
権
宮
司
以
下
職
員
の
出
迎
え

を
受
け
、
一
行
は
昇
殿
し
正
式
参
拝

を
行
っ
た
。

畢
っ
て
、
権
宮
司
か
ら
神
社
の
由

緒
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
宝
物
館

も
拝
観
し
た
。

ご
祭
神
は
天
照
皇
大
神
の
荒
魂

「
撞
賢
木
厳
御
魂
天
逆
向
津
媛
命
」

と
景
行
天
皇
の
皇
子
の
二
柱
を
、
伊

曽
之
神
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。

伊
勢
の
内
宮
と
同
じ
建
築
様
式
、
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「
次
代
へ
の
継
承
と
家
庭
の

役
割
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
平

成
七
年
度
の
全
国
教
化
会
議
が

去
る
二
月
、
神
社
本
庁
で
開
催

さ
れ
た
。
会
議
で
は
さ
ら
に
三

つ
の
分
科
会
「
家
庭
で
の
年
中

行
事
（
家
庭
祭
祀
）
の
振
興
」

「
神
社
で
の
世
代
間
交
流
の
促

進
」「
家
庭
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
の
展
開
」
で
具
体
的
な
教

化
活
動
方
針
に
つ
い
て
熱
心
に

論
議
さ
れ
た
。
昨
年
九
月
岡
山

で
中
国
地
区
教
化
会
議
が
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
家
庭

祭
祀
の
振
興
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
が
、
全
国
会
議
で
も

第
一
分
科
会
と
し
て
発
表
、
討

議
が
行
わ
れ
た
。
同
会
議
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
既
に
神
社
新

報
紙
上
で
詳
細
に
報
道
さ
れ
て

い
る
の
で
ご
承
知
の
方
も
多
い

と
思
う
が
、
都
市
部
、
農
村
部

を
問
わ
ず
家
庭
や
家
族
の
形
態

が
急
速
に
大
き
く
変
貌
し
て
い

る
今
日
、
三
分
科
会
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
い
ず
れ

も
早
急
に
真
剣
に
対
処
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。会

議
参
加
者
か
ら
は
「
各
家

庭
に
神
棚
を
設
置
し
家
庭
祭
祀

を
振
興
す
る
」「
家
庭
の
祭
り
、

先
祖
祭
り
は
ま
ず
神
職
が
卆
先

し
て
行
う
」「
神
社
の
祭
祀
祭

礼
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら

う
」「
神
職
自
ら
が
資
質
の
向

上
に
勉
め
る
」「
青
少
年
婦
人

に
対
す
る
教
化
活
動
を
盛
ん
に

す
る
」
等
々
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
よ
う
だ
が
も
っ
と
も
な
こ
と

で
あ
る
。
貴
重
な
意
見
は
こ
の

他
に
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、

要
は
実
践
で
あ
る
。
私
達
神
職

が
神
社
の
外
に
ど
し
ど
し
出
て

行
っ
て
の
積
極
的
な
活
動
が
な

け
れ
ば
、
貴
重
な
提
案
、
意
見

も
単
な
る
言
葉
だ
け
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
。
八
年
度
の
中
国
地

区
教
化
会
議
は
広
島
県
が
当
番

県
で
今
秋
開
催
さ
れ
る
が
、
全

国
会
議
の
テ
ー
マ
は
引
き
継
が

れ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
。
昨
年

同
様
実
り
あ
る
会
議
を
期
待
す

る
。

（
広
報
部
長
･
小
野
）

貴
重
な
意
見
を
生
か
そ
う

全
国
教
化
会
議
報
告
を
読
ん
で

教
化
委
員
会
神
社
視
察
研
修

伊曽乃神社正式参拝

神社庁閉庁
のお知らせ

平成8年7月1日から
土曜日を閉庁します

9月11日（水）～13日（金）

中国地区神社庁職員研修
のため閉庁します

棟
持
柱
も
太
々
し
く
立
ち
、
銅
板
葺

の
甍
雄
々
し
く
大
社
の
風
格
を
備
え

て
い
た
。

こ
の
宮
の
伊
曽
乃
文
庫
に
は
、
古

文
書
一
万
冊
を
蔵
し
、
中
で
も
日
本

三
大
古
系
図
の
一
つ
「
与
州
、
新
居

系
図
」
は
国
の
重
文
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

祭
り
の
特
色
は
、
何
と
い
っ
て
も

西
条
祭
で
あ
ろ
う
。
十
月
十
五
･
十

六
の
両
日
、
神
輿
を
は
じ
め
約
八
十

台
の
「
だ
ん
じ
り
」
が
勢
ぞ
ろ
い
す

る
様
は
圧
巻
で
あ
る
と
い
う
。

一
行
は
、
か
つ
て
は
（
死
国
）
と

云
わ
れ
た
こ
の
国
に
か
く
も
壮
厳
な

大
社
の
多
々
あ
る
こ
と
に
驚
き
つ

つ
、
一
日
の
研
修
を
終
了
し
た
。
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編
集
後
記

﹇
参
事
・
本
郷
弘
之
﹈

○
庁
内
事
務
統
括

○
庁
務
取
締
り
に
関
す
る
こ
と

○
神
職
任
免
に
関
す
る
事
務

○
神
職
身
分
に
関
す
る
事
務

○
階
位
検
定
並
び
に
授
与
に
関
す
る

事
務

○
表
彰
及
び
懲
戒
に
関
す
る
事
務

○
庁
規
及
び
諸
規
則
に
関
す
る
こ
と

○
本
宗
奉
賛
に
関
す
る
事
務

○
外
郭
団
体
・
友
好
団
体
等
と
の
渉

外
に
関
す
る
事
務

○
岡
山
県
神
社
総
代
会
事
務
長

﹇
主
事
・
小
山
玉
章
子
﹈

○
神
社
庁
一
般
会
計
及
び
別
途
会
計

の
経
理
事
務

○
神
社
庁
財
産
管
理
に
関
す
る
事
務

○
税
務
・
保
険
・
給
与
に
関
す
る
事

務
○
財
務
委
員
会
書
記

○
庁
舎
管
理
に
関
す
る
こ
と

○
教
誨
師
に
関
す
る
事
務

○
出
勤
簿
、
賜
暇
願
簿
、
出
張
簿
等

の
管
理

○
岡
山
県
敬
神
婦
人
連
合
会
の
事
務

及
び
会
計

岡
山
県
神
社
庁
職
員
事
務
分
担

平
成
八
年
七
月
一
日
〜

岡
山
県
神
社
庁
理
事
職
務
分
掌

○
備
品
管
理
係

﹇
主
事
補
・
太
田
浩
司
﹈

○
本
庁
承
認
に
関
す
る
事
務
及
び
指

導
○
各
種
会
議
に
関
す
る
事
務
及
び
記

録
係

○
岡
山
県
神
社
庁
研
修
所
関
係
事
務

○
文
書
の
受
発

○
各
種
統
計
に
関
す
る
事
務

○
庁
内
神
事
に
関
す
る
こ
と

○
県
内
氏
子
青
年
会
関
係
事
務

﹇
録
事
・
杉
田
節
子
﹈

○
来
庁
者
の
接
遇

○
災
害
慰
謝
に
関
す
る
事
務

○
庁
務
日
誌
係

○
神
政
連
に
関
す
る
事
務
補
佐
及
び

会
計

○
県
神
社
総
代
会
に
関
す
る
事
務
及

び
会
計

○
神
社
庁
神
楽
部
に
関
す
る
事
務
及

び
会
計

﹇
録
事
・
河
田
晴
彦
﹈

○
教
化
関
係
事
務

○
神
宮
大
麻
頒
布
事
務
担
当

○
庁
内
Ｏ
Ａ
機
器
の
管
理

○
需
品
係

○
視
聴
覚
機
器
管
理
者

○
本
庁
共
済
制
度
に
関
す
る
事
務

事
務
局 

○
神
職
の
資
質
向
上
並
び
に
養
成
に
関
す
る
件
　
　
○
規
則
等
法
令
に
関
す
る
件 

○
神
社
の
実
態
調
査
と
そ
の
対
策
等
に
関
す
る
件
　
　
○
祭
典
、
献
幣
使
に
関
す
る
件 

○
会
議
に
関
す
る
件
　
　
○
他
部
へ
属
さ
な
い
件 

庁　　　長 
湯 浅 正 敬  

理　　　　　事 

総務 

　
豊
田
　
正
発 

※
宮
原
　
義
久 

財務 

　
小
川
　
暎
興 

大麻頒布 

　
三
原
　
千
幸 

※
仲
田
文
四
郎 

研修 教化 

　
笹
井
　
和
男 

　
見
垣
　
安
邦 

時局対策渉外 

　
沖
田
　
正
秀 

○
神
社
庁
予
算
・
決
算
関
係 

○
本
庁
、
神
社
庁
の
協
賛
金
、
特
別
寄
贈
金
に
関
す
る
件 

○
そ
の
他
当
庁
財
政
に
関
す
る
件 

○
神
宮
大
麻
並
び
に
暦
頒
布
に
関
す
る
件 

○
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
委
員
会
委
員
長 

○
神
社
本
庁
研
修
所
の
直
轄
研
修
及
び
当
庁
研
修
所
が
行
う
研
修
の
企
画
及
び
運
営
に
関
す
る
件 

○
礼
典
に
関
す
る
研
究 

○
教
化
委
員
会
に
関
す
る
件
　
　
○
神
社
振
興
対
策
に
関
す
る
件 

○
青
少
年
対
策
委
員
会
に
関
す
る
件
　
　
○
神
社
庁
広
報
に
関
す
る
件 

○
指
定
団
体
の
育
成
及
び
指
導
に
関
す
る
件
（
県
神
青
協
・
県
氏
青
協
・
婦
人
神
職
会
・
県
敬
婦
連
・
神
楽
部
等
） 

○
神
宮
及
び
神
社
団
参
に
関
す
る
件 

○
時
局
対
策
に
関
す
る
件 

○
友
好
団
体
、
外
郭
団
体
と
の
連
絡
及
び
折
衝 

　
（
神
道
政
治
連
盟
・
平
和
日
本
を
守
る
県
民
会
議
・
岡
山
県
同
宗
連
・
世
界
連
邦
宗
教
委
員
会
等
） 

参
　
事 

主

　

事

 

主

事

補

 

録

　

事

 

副　庁　長 
物　部　忠三郎 

副　庁　長 
難 波 宗 朋  

神
社
本
庁
設
立
五
十
周
年
の
記

念
式
典
が
五
月
二
十
二
日
、
東
京

北
の
丸
公
園
の
日
本
武
道
館
で
全

国
か
ら
約
一
万
人
の
参
加
者
を
集

め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
県
神

社
庁
か
ら
も
六
十
二
人
が
参
加
し

た
。
当
日
は
東
京
は
雨
で
、
会
場

内
外
は
つ
め
か
け
る
人
波
で
熱
気

ム
ン
ム
ン
、
騒
然
と
し
た
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
午
後
二
時

の
定
刻
に
は
会
場
整
理
も
つ
き
、

静
か
に
式
典
が
始
ま
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
三
日
、
終

戦
直
後
の
幾
多
の
難
局
を
乗
り
越

え
神
社
本
庁
が
設
立
さ
れ
た
。
以

来
多
く
の
先
人
達
の
努
力
の
積
み

重
ね
で
今
日
の
日
を
迎
え
た
わ
け

だ
。
池
田
厚
子
総
裁
は
力
強
く
は

っ
き
り
し
た
言
葉
で
、
歴
史
を
つ

く
っ
た
先
人
の
苦
労
を
称
え
、
神

社
人
の
心
構
え
、
将
来
へ
の
展
望

を
式
辞
と
し
て
の
べ
ら
れ
た
。
岡

山
県
神
社
庁
も
同
じ
二
十
一
年
三

月
十
二
日
ウ
ブ
声
を
あ
げ
、
同
様

の
過
程
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
現
在
の
神
社
界
は
当
時
と
は

全
く
様
変
り
し
た
社
会
構
造
の
中

で
い
く
つ
か
の
難
問
題
を
か
か
え

て
い
る
。
総
長
や
来
賓
の
挨
拶
、

祝
辞
を
聞
き
な
が
ら
、
十
年
、
二

十
年
後
の
神
社
界
は
ど
う
い
う
姿

に
な
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
と
思

っ
た
。

（
小
野
）
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